













































































































































































































































































































理解 簡単 自分 理解 複雑 複雑
簡単 理解 理解 自分 理解 表現
自分 日常 話題 議論 表現 様
表現 短い はっきり 関連 話題 無い
ゆっくり 自分 情報 話題 詳細 理解
短い 情報 簡単 詳細 自分 可成
指示 はっきり 説明 情報 専門 構造
質問 質問 日常 説明 展開 専門
人 必要 身近 専門 関連 適切
身近 問題 はっきり 長い 母語
直接 意見 意見 点 明瞭
話題 短い 視点 無い 話者

























































直接自分に向けられた 簡単な言葉で表現されていれば ＜A２．２＞ 話し方が比較的ゆっくりとはっきりとしていれば ＜B１．１＞










直接自分に話がむけられれば 発話がはっきりとゆっくりとしていたら ＜A２．１＞ ［日常会話の中で］自分に向けられたはっきりと発音された話であれば
はっきりと、ゆっくりと、くり返して
もらえるならば 必要な場合に重要な点をくり返してもらえるならば ＜A２．１＞ 標準的なことばで、はっきりとした発音であれば
相手がこちらの状況を理解してくれれば 話し手の方が面倒がらねば ＜A２．１＞ 対話の相手に頼る部分が多いものの ＜B１．１＞











直接的にニーズのある領域について ＜A２．１＞ ごく身近な話題 ＜B１．１＞





人物や場所について 身近な話題について ＜A２．１＞ 自分の専門でよく知っている話題
家族、生活環境、学歴、現在または最近の仕事について ＜A２．１＞ 日常的な事実について ＜B１．１＞







簡単な日常の 日常の簡単な話題について ＜A２．１＞ 身近で個人的関心のある事柄 ＜B１．１＞
具体的で単純なニーズに関する話題 興味のある課題に関して ＜A２．２＞ 日常生活に関する話題 ＜B１．１＞
習慣や日常の仕事に関して ＜A２．２＞ 専門分野の身近な日常的／非日常的な話題について ＜B１．２＞







身近な名前、単語や基本的な表現 簡潔なテクスト 簡単な短い話［の要点］ ＜B１．１＞
簡単な情報 日常生活で見る看板や掲示 日常の資料（簡単な新聞記事、ラジオの短いニュースなど） ＜B１．１＞
よく使われる語句で書かれた、短い簡単なテクスト ＜A２．１＞ 比較的簡単な内容の録音された素材 ＜B１．１＞












短い簡単な指示 短い、簡単なメモ、伝言、定型文を使ったメモ 簡単で事実に基づく情報 ＜B１．１＞
簡単な情報（数、量、値段など） ＜A２．１＞ 具体的な情報 ＜B１．２＞
事実に基づく簡単な情報 ＜A２．２＞ 自分の意見を表現する個人的な手紙 ＜B１．２＞





一文一節ずつ理解することができる ［予測可能な］特定の情報を抜き出す 重要な情報を探し出し、理解できる ＜B１．１＞
内容を大まかに理解できる ＜A２．１＞ 情報を収集できる ＜B１．２＞





短く述べることができる ＜A２．２＞ ［意見、計画、行動について］短い理由や説明ができる ＜B１．１＞






簡単なやり取りができる 簡単な表現を使ってやり取りができる ＜A２．１＞ 自分が重要だと思う点を相手に理解させることができる
簡単な質問をしたり答えたりできる 非常に短い社交的なやり取りができる ＜A２．１＞ 情報や意見を伝えることができる
紹介や基本的な表現ができる 疑問点を質問することができる ＜A２．１＞ 自分の信念、意見、賛成、反対を表現することができる ＜B１．１＞
簡単な用を済ますことができる ＜A２．１＞ 簡単に理由を挙げて説明することができる ＜B１．１＞
［あまり苦労しなくても］簡単なやり取りができる ＜A２．２＞ ［情報を］確認しながら、交換や報告ができる ＜B１．２＞















































































いろいろなところから集めた情報や議論 ＜B２．１＞ 明瞭かつ詳細な記述やプレゼンテーション 明瞭で流れるような、複雑なテクスト






















補足的観点や関連事例を詳細に補足することができる ＜B２．１＞ 明瞭な構成できちんと記述できる 聴衆の必要性に合わせて柔軟に話を構造化し










たりできる ＜B２．１＞ 感情を交えて効果的に言葉を使う 適切に自由に会話ができる
























































































































































Council of Europe. (2009) Relating Language Examinations to the Common European Framework of Reference for
Languages : Learning, Teaching, Assessment (CEFR) : A Manual. Council of Europe Language Policy Division.
Goullier, Francis. (2007) Intergovernmental Policy Forum “The Common European Framework of Reference for
Languages (CEFR) and the development of Language Policies: Challenges and Responsibilities.” Report.
Council of Europe Language Policy Division.
Lenz, Peter and Günter Schneider (2004) A bank of descriptors for self-assessment in European Language Portfolios
(2004) Council of Europe.
Little, David. (2006) The Common European Framework of Reference for Languages: Content, Purpose, Origin,
Reception, and Impact. Language Teaching, 39 : 3, 167−190.
North, Brian. (2000) The Development of a Common Framework Scale of Language Proficiency. New York: Peter
Lang.
(2002) Developing Descriptor Scales of Language Proficiency for the CEF Common Reference Levels. In
国際交流基金 日本語教育紀要 第６号（２０１０年）
－３８－
Alderson, J.Charles. (ed.), Common European Framework of Reference for Languages: Learning, Teaching,
Assessment : Case Studies. 87-105. Strasbourg: Council of Europe.
(2007) The CEFR Common Reference Levels: Validated Reference Points and Local Strategies.
Intergovernmental Policy Forum “The Common European Framework of Reference for Languages (CEFR) and
the development of Language Policies: Challenges and Responsibilities.” Council of Europe Language Policy
Division.
〔参考ホームページ〕












６表５の記述は、CEFRの吉島・大橋による日本語訳（Council of Europe２００８）に掲載された CEFR Can-do
から抜粋されたものである。
７CEFRは言語使用が行われる領域として私的領域、公的領域、職業領域、教育領域の４つを挙げている
（Council of Europe２００８：４６）。
言語能力の熟達度を表す Can-do記述の分析
－３９－

